
100年前の清国留学生

　ここ30年ほど、来日する外国人留学生数は、ほ
ぼ毎年増え続けている。高等教育機関における留
学生の数は、約30年前は１万人ほどだったのが、
平成15年には10万人を超え、平成23年度の調査で
はおよそ13万８千人となっている。出身国の上位
３位は中国・韓国・台湾で約８割、１位の中国だ
けで６割強を占めている。現在、留学生、とくに
アジアからの留学生の姿は珍しいものではなく
なっているといえるだろう。
　こうした留学生の活況は今にはじまったことで
はない。100年前の日本も、中国をはじめとする
アジア各国から多くの留学生がやってきていた。
本稿では清末の中国人日本留学生の足跡を東京を
中心にたどってみたい。
　中国からの本格的な留学生派遣は日清戦争後に
はじまる。日清戦後は変法自強運動の時期であり、
主唱者康有為らは政治の改革とともに近代教育導
入を推進しようとしていた。康有為らはこうした
「興学」の手段のひとつとして、日本留学を重視
していたのである（阿部洋『中国の近代教育と明
治日本』福村出版、1990年）。
　20世紀に入ったあたりまでの留学生は、多くが
官費によるものであり、厳しい選抜を乗り越えた
少数精鋭の者によって構成されていた。1896年の
第１回留学生はわずか13名であった。それが義和
団事件後、急激に増加しはじめる。1902年には
500人、03年には１千人、科挙制度廃止後の05年
には８千人、ピークの06年には１万人（２万人説
もあり）にまで膨れ上がったという（阿部前掲
書）。05〜06年に激増している理由としては、科

挙が廃止されたにもかかわらず新しい教育制度が
まだできあがっていなかったこと、日露戦争にお
ける日本の勝利のインパクトなどが考えられる。
留学生の速成教育

　増え続ける留学生に対し、官立の学校がすべて
を受け入れることはできなかった。狭間直樹によ
れば「日本の側には、それだけ多数の留学生をう
けいれる準備はできていなかった。だから留学生
教育をたんに金もうけの好機としかみぬ学校がぞ
くぞくとつくられ、ひどいのは石鹸製造法を一週
間でおしえて“卒業”させてくれるのもあった」
（『中国社会主義の黎明』岩波新書、1976年）という。
　そうしたなかで留学生教育機関として重要な位
置を占めていたのが、東京の私立学校であった。
留学生の９割は東京に集中したため、東京の私立
学校が中心になったのである。私立大学で留学生
教育に当たった代表例が、早稲田大学清国留学生
部や明治大学経緯学堂、法政大学清国留学生法政
速成科である。
　法政大学および法政速成科（千代田区富士見）
には、辛亥革命の主導者や、中華民国の中心的存
在となった人々が留学生として多く在学していた。
たとえば辛亥革命の世論を準備するのに最も大き
な影響を与えたパンフレット『猛
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である。陳は1905年に公布されたい
わゆる「清国留学生取締規則」に抗議して入水自
殺を遂げている。革命派の宋
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なども
在籍していた。卒業生としては、のちに南京政府
を樹立し、日本の傀儡政権を担った汪兆銘がいる。
　早稲田大学清国留学生部（新宿区西早稲田）は
速成教育ではなく本格的教育を主張した点に特徴
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があり、宋教仁らの人材を輩出している。明治大
学経緯学堂（千代田区神田錦町）は警察関係の教
育を行った警務速成科の入学者が多かった。
　こうした私立大学と並んで当時の中国人留学生
教育を代表する機関が、弘文学院である。弘文学
院は柔道家であり教育家である嘉納治五郎が開設
した学校であった。嘉納は1896年の第１回留学生
に対する教育を任されたことをきっかけに留学生
教育に邁進し、1899年には亦
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書院を設立した。
留学生の激増によって校舎が手狭となり、1902年
に牛込区牛込西五軒町（現・新宿区西五軒町）に
移転し、名前も弘文学院と改められた。弘文学院
の在学者・卒業生からも多くの人材が輩出してい
る。たとえば黄

こう

興
こう

（孫文と並ぶ辛亥革命の立役
者）、陳独秀（中国共産党創設者）、楊

よう

昌
しょう

済
さい

（教育
家。毛沢東の恩師・岳父）などであり、魯迅も仙
台医学専門学校入学前に弘文学院で日本語を学ん
でいる。
日本生活と「革命」

　さて、この弘文学院に学んだひとりに黄
こう

尊
そん

三
さん

が
いる。黄は辛亥革命ののち教育者となる人物で、
日本留学時には弘文学院を皮切りに、正則英語学
校、早稲田大学、明治大学で学んでいる。かれの
留学時の日記が『清国人日本留学日記　一九〇五
年 -一九一二年』（東方書店、1986年）として刊
行されており、留学生の生活や思想感情の揺れ動
きなどがつぶさに見てとれる。
　気候や食事などが合わず、病気となったことの
克明な記録など興味をひく記述は多いが、入学
早々の1905年６月に辮

べん

髪
ぱつ

を切ったことの記述
（「我々はこの日、髪を切り落とした。僕も切り落
とした。大変軽快な感じ」）は日常生活の記録を
超えた意味がある。留学生が辮髪を切るというの
は「進歩主義の象徴であり、時には革命の印でも
あった」からである（同書註）。同じ年に来日し
て第一高等学校に在籍していた景
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は日本人学
生に「辮髪はみっともないから切ったらよかろう。
われわれは豚のシッポといってるんだ」と筆談で
言われ、「私の羞恥心をはげしくゆさぶ」られて、
すぐに切っている（景梅九『留日回顧──中国ア
ナキストの半生』平凡社、1966年）。
　また６月には警官による突然の荷物検査に立腹

し、９月には「留学生取締規則」に対する反対運
動につき学友と相談している。こうしたさまざま
な経験により、かれらの素朴な愛国心は革命的ナ
ショナリズムへと形象化されていった。そしてか
れらは日本留学により、新思潮に触れ、民主主義
思想や立憲思想を身につけるようになった。清国
政府は国内改革のために留学生を派遣したが、派
遣された留学生たちのなかには日本での生活や勉
学を通じ、清朝の打倒と共和制の実現を求める者
が増えていった。「日本はあたかも中国革命の根
拠地の観を呈してきていた」（山室信一『思想課
題としてのアジア─基軸・連鎖・投企』岩波書店、
2001年）のである。
　さきほどから出ている「留学生取締規則」も、
革命運動の進展に脅威を覚えた清国政府が日本政
府に留学生の取り締まりを迫ったことからつくら
れたのであった。1905年８月には東京で孫文を中
心とする中国同盟会が結成されている。中国同盟
会は興中会、華興会、光復会などの革命団体が合
同して組織されたものであり、その機関誌『民
報』も東京で発行されていた。おもな執筆者は、
胡漢民・汪兆銘・宋教仁・陳天華・廖
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ら留学
生であった。『民報』の編集所・発行所は何か所
も存在したが、多くは現・新宿区に位置している。
中国革命の援助者宮崎滔天の自宅が新宿にあり編
集所として使われたことも大きいだろうが、さき
ほど名前を挙げた留学生教育機関がこの近辺に多
く存在していたことも関係していると思われる。
　清国政府は速成科への留学生派遣を1906年に停
止し、留学生への速成教育は終わりを告げる。そ
れとともに中国人留学生の数は減少していく。私
立大学で留学生教育に用いられた校舎は、ほとん
どが建て替えられ、現在その姿を目にすることは
できない。弘文学院跡には別のビルが建っている。
しかし、20世紀の中国のあり方に日本留学生が果
たした役割は大きく、その足跡は今も東京のあち
こちに残っているのである。
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